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　① E－Ⅲ帯（E区:試料№

11up）： 時期未詳（2435

±25yrBP：cal. BC749－

BC407） 木本花粉の割合が

極めて高い。 シイノキ属

－マテバシイ属が高率を

示し、 コナラ亜属、 アカ

ガシ亜属、スギ属を伴う。

② E－Ⅱ帯（E区： 試料№

10lw ～10upmost）： 時期

未詳（1935±20yrBP：cal. 

AD19－AD126） 木本花粉

の割合が高い。マツ属（複

維管束亜属）が高率を示す

ほか、コナラ亜属、アカガ

シ亜属、スギ属を伴う。③ 

E－Ⅰ帯（E区：試料№ 5 up

～ 4 up）： 6 世紀 草本・藤

本花粉の割合が高い。木本

花粉ではマツ属（複維管束

亜属）、スギ属がやや高率

で、コナラ亜属、アカガシ

亜属がこれらに次ぐ。また、

上位の 4 md、 4 upではイ

ボタノキ属型が特徴的に検

出される。

　ⅱ） C区

　① C－Ⅵ帯（C区西： 試

料№19up）：時期未詳：地

山の再堆積 胞子の割合が

高く、草本・藤本花粉の割

合は低い。 木本花粉は特

に多くはないが、 コウヤ

マキ属が高率を示し、 ア

カガシ亜属、マツ属（複維
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管束亜属）を伴う。 ② C－Ⅴ帯

（C区西：試料№18）：時期未詳

（2150±20yrBP：cal. BC352－

BC111）：地山の再堆積 木本花

粉の割合がやや高い。コウヤマ

キ属が高率を示し、ツガ属、ア

カガシ亜属、マツ属（複維管束亜

属）を伴う。③ C－Ⅳ帯（C区西：

試料№17～15）： 5 世紀後半 下

位の17では木本花粉の割合が高

いが、16、15では高くない。マ

ツ属（複維管束亜属）、コナラ亜

属、アカガシ亜属のほか、スギ

属が高率を示す。④ C－Ⅲ帯（C

区東： 試料№ 5 lw、C区西： 試

料№13～11）： 5 世紀後半～ 6

世紀 木本花粉の割合はやや低

く、草本・藤本花粉も同程度に

止まる。一方胞子がやや高い割

合を示す。マツ属（複維管束亜属）

が高率で増加傾向を示すほか、

スギ属が他の分類群に比べ高率

を示す。⑤ C－Ⅱ帯（C区東：試

料№ 4 lw）： 6 世紀 草本・藤本

花粉の割合が高い。木本花粉の

内訳は両地点ともにマツ属（複維

管束亜属）、スギ属が高率で、コ

ナラ亜属、アカガシ亜属がこれ

らに次ぐ。 また、C区西では草

本花粉のアカザ科－ヒユ科が高

率を示す。⑥ C－Ⅰ帯（C区東：

試料№ 3 lw ～ 1 up）： 7 世紀中

頃（前期難波宮期） 木本花粉の割

合はやや低く、草本・藤本花粉

の割合が高い。マツ属（複維管束
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亜属）、スギ属が高率を示すほか、

アカガシ亜属が他の分類群に比べ

やや高率を示す。草本・藤本花粉

ではアカザ科－ヒユ科が高率を示

すほか、イネ科（40ﾐｸﾛﾝ以上）が増

加傾向を示す。このほかイネ科（40

ﾐｸﾛﾝ未満）が、その他の種類に比べ

高率を示す。







科名 属名 種名 部位
特
記
事
項

遺跡名 難波宮跡

対応する花粉化石

調査次数 NW12-4

試料採取地 Eトレンチ Fトレンチ Cトレンチ東 Cトレンチ西

層序 第10層 第8b層 第10層

対応花粉帯 NW12-4-Ⅲ NW12-4-Ⅲ NW12-4-Ⅰ NW12-4-Ⅰ NW12-4-Ⅳ NW12-4-Ⅴ

試料名  ⑩Upmst ～Up ⑩Md ～Lw  TYSK  ①U　R328  ③Lw  ⑬  ⑰

検出数合計 153 218 111 145 100 75 15

処理重量(g) 236.055 244.579 163 369.683 441.08 672.92(全量) 531.708(全量)

オモダカ科 種子 1 オモダカ属/サジオモダカ属

イネ科

イネ属 イネ

穎 1

イネ科（40ﾐｸﾛﾝ以上）
穎破片 2

炭化胚乳 1

オオムギ属 オオムギ 炭化種子 1

オヒシバ属 オヒシバ 種子 1 1

イネ科

エノコログサ属 風化穎 1

ヒエ属 穎 2

イネ科A 穎果 44

イネ科B 穎果 14

イネ科C 種子 12

イネ科D 種子 2

カヤツリグサ科

カヤツリグサ属

コゴメガヤツリ近似種 果実 1 23

カヤツリグサ科

ヒメガヤツリ近似種 果実 9

カヤツリグサ属A 果実 3

カヤツリグサ属B 果実 1

ホタルイ属
果実 1 1

ウキヤガラ 果実 1

スゲ属

スゲ属A 果実 3 3

スゲ属B
果実 34 29

果皮破片 9 14

スゲ属C
果実 13 10

果皮破片 7 8

カヤツリグサ科A 果実 5 1 4 3

ミズアオイ科 ミズアオイ属 コナギ 種子 1 ミズアオイ科

イグサ科 イグサ属 種子 27 146 4 9 イグサ科

クワ科 カラハナソウ属 カナムグラ へそ 1
クワ科-イラクサ科

イラクサ科 サンショウソウ属 種子 9 48

タデ科
ギシギシ属 果実 1 ギシギシ属

タデ属 ヤナギタデ 果実 1 サナエタデ節-ウナギツカミ節

アカザ科 アカザ属 種子 29 20 4 1 アカザ科-ヒユ科

スベリヒユ科 スベリヒユ属 スベリヒユ 種子 5 スベリヒユ科

カバノキ科 アサダ属 アサダ 果実 1 クマシデ属-アサダ属

ツルナ科 ザクロソウ属 ザクロソウ 種子 4 6 ザクロソウ属

ナデシコ科

風化種子 3

ナデシコ科

ミミナグサ属 ミミナグサ近似種 種子 2

ハコベ属

種子 1

ミドリハコベ近似種 種子 2

ノミノフスマ近似種 種子 22 2

ケシ科 キケマン属 種子 1 キケマン属

アブラナ科類似 種子破片 1 アブラナ科

バラ科 ヘビイチゴ属 核 2 4 13 2 バラ科

カタバミ科 カタバミ属 種子 1 4 カタバミ科

ミカン科 サンショウ属 サンショウ 内果皮破片 3 サンショウ属

トウダイグサ科 エノキグサ属 エノキグサ 種子 7 トウダイグサ科

オトギリソウ科
ミズオトギリ属 ミズオトギリ 種子 1

オトギリソウ科
オトギリソウ属 種子 1

ウコギ科 タラノキ属 タラノキ 内果皮 1 ウコギ科

セリ科 チドメグサ属 果実 2 セリ科

シソ科

風化果実 1 1

シソ科

シロネ属 果実 3

シソ属

果皮破片 6

レモンエゴマ近似種 果実 6

シソ近似種 果実 40

ナス科 ナス属 種子 43 19 ナス科

キク科
キク科A 果実 1

キク亜科
キク科B 果皮破片 2

木本 芽 2

不明A 果実 33 1

ストレブト植物門：車軸藻網

シャジクモ科 フラスコモ属 卵胞子 1 単条溝胞子

昆虫?

不明B さなぎ片/卵殻片 109

湿性植物

食用植物（栽培の可能性あり）

表28　種実同定結果

− 154 −






